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行
政
相
談
と
は
、
国
の
行
政
機
関

や
N
T
T
な
ど
の
特
殊
法
人
の
仕
事

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
苦
情
や
要
望

を
お
聞
き
し
、
そ
の
解
決
や
実
現
を

促
進
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

こ
の
度
、
町
の
行
政
相
談
委
員
に

岩
田
修
さ
ん（
宮
川
町
五
七

三

八
七
・
三
七
一
八
）が
新
し
く
総
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

町
と
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
共
催
の
「
老
人

余
技
作
品
展
」
が
十
一
月
十
八
日
か
ら
二
十
日

ま
で
の
三
日
間
、
福
祉
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。会

場
に
は
、
約
百
九
十
点
余
り
の
日
本
画
・
水

彩
画
・
油
絵
・
写
真
・
盆
栽
・
ち
ぎ
り
絵
・
人
形
な
ど

が
展
示
さ
れ
、

訪
れ
た
か
た
の

目
を
楽
し
ま
せ

ま
し
た
。

ま
た
、
会
員

の
か
た
に
よ
る

お
点
前
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
二
百

人
余
り
の
皆
さ

ん
に
お
抹
茶
を

披
露
し
、
大
好

評
で
し
た
。

自
宅
で
随
時
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
総
務
省
岐
阜
行
政
評
価
事

務
所（
岐
阜
市
金
竜
町
五
の
一
三

岐

阜
合
同
庁
舎
、
行
政
苦
情
一
一
〇
番

二
四
六
・
一
一
〇
〇
）で
は
、
い

つ
で
も
行
政
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

十
二
月
一
日
、
町
赤
十
字
奉

仕
団
下
羽
栗
分
団
の
皆
さ
ん
が

役
場
を
訪
れ
、「
公
共
施
設
で
使

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
事
業
の
一

環
と
し
て
進
め
て
き
た
手
作
り

ぞ
う
き
ん
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

『
行
政
相
談
委
員
』
に
岩
田
修
さ
ん

力 作 揃 い ！！
秋季老人余技作品展

手作りぞうきんを公共施設へ
町赤十字奉仕団　下羽栗分団

経
済
産
業
大
臣
表
彰

北
川
照
子
さ
ん

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

青
井
元
保
さ
ん

期
間
中
は
多
く
の
か
た
が
訪
れ
、
素
晴

ら
し
い
作
品
に
魅
入
っ
て
い
ま
し
た
。

▲

平
成
十
五
年
度
岐
阜
県
統
計
功

労
者
表
彰
式
が
十
一
月
二
十
七

日
、
県
庁
で
行
わ
れ
、
そ
の
席
上
、

北
川
照
子
さ
ん（
宮
川
町
）が
、
経

済
産
業
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
、
梶

原
県
知
事
よ
り
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。北

川
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
三
年

か
ら
多
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
員

と
し
て
各
種
統
計
調
査
に
従
事
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

羽
島
食
品
衛
生
協
会
の
青
井
元

保
さ
ん（
下
本
町
）が
十
月
二
十
四

日
、
食
品
衛
生
功
労
者
と
し
て
厚

生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

青
井
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
二
年

に
羽
島
食
品
衛
生
協
会
の
理
事
に

就
任
以
来
、
食
品
衛
生
行
政
に
積

極
的
に
協
力
さ
れ
、
現
在
も
同
協

会
会
計
理
事
と
し
て
、
業
界
の
発

展
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、
食
品
衛

生
の
向
上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

て
い
ま
す
。

▲たくさんのぞうきんを寄贈してくださった分団の皆さん（左）


